
させぼ夢大学会報
発行●公益社団法人 させぼ夢大学
　　　編集委員会
事務局／〒857-0863
長崎県佐世保市三浦町4-30・松蔵ビル３F
TEL.0956-25-9555  FAX.0956-25-9545

https://www.yumedai.com/
E-mail:sasebo_yumedai@yahoo.co.jp

開催ご案内 25-9556

　今回は、米国の財政・政治の中枢
で公務に従事され、トランプ政権発
足後の米国政治について、メディア
で多くの解説をされている、政治学
者の中林美恵子さんをお迎えします。
　中林さんは、埼玉県深谷市出身、
大阪大学大学院ご卒業です。
　また、米国ワシントン州立大学大
学院に留学後、日本人として初めて、
アメリカ連邦議会上院予算委員会補
佐官に就かれ、国家予算編成を担当
されました。その間、日経ウーマン
誌「1994年ウーマン・オブ・ザ・イ
ヤー（政治部門）」を受賞。
　日本帰国後は、経済産業研究所研
究員や衆議院議員などを経て、現在
早稲田大学教授。
　著書として、2004年「日本の財

政改革」、2013年「グローバル人材
になれる女性(ひと)のシンプルな習
慣」、2020年「沈みゆくアメリカ覇
権」 など多数あります。
　このように、米国議会の中枢で10
年勤務した、中林さんの知見と人的
ネットワークは他に類を見ず、それ
らを生かした分析に定評があります。
　第二次世界大戦後、日本とアメリ
カは、経済・文化・政治・軍事などの
広い分野で、強い結び付きをもつ関
係となっています。しかし、世界に
目を向けると、両国と緊張状態が続
く国々が存在するのも事実です。
　この激変する国際情勢に、日本は
どう向き合えばよいか、課題は何か、
大変興味深い講演となりそうです。
　どうぞ、ご期待ください。

テーマ ● 激変する国際情勢と日本の課題
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■と　き／8月17日（木） 18:30～20:00

■講　師／順天堂大学教授　小
こばやし

林 弘
ひろゆき

幸氏
■テーマ／健康になる7つの習慣

― 健康は自律神経のバランスで決まる ― 

●埼玉県出身。順天堂大学医学部卒。ロンドン大学付属英国王立小
児病院、トリニティ大学付属医学研究センターなどを経て、現在、
順天堂大学医学部教授、日本スポーツ協会公認スポーツドクター。
各種研究の中で自律神経バランスの重要性に着目し、日本初の便秘
外来を開設した腸のスペシャリスト。自律神経研究の第一人者とし
て、プロスポーツ選手、アーティスト、文化人等へのコンディショ
ニング向上指導に関わっている。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

中
な か ば や し

林 美
み え こ

恵子氏講　師 ●

●埼玉県深谷市出身。大阪大学大学院卒、博士。
米国ワシントン州立大学大学院留学後、日本人と
して初めて、アメリカの連邦議会・上院予算委員
会補佐官に採用され、約10年間にわたり米国家
予算編成に携わった。帰国後、経済産業研究所研
究員や衆議院議員などを経て、現在、早稲田大学
教授。

中林美恵子 氏のプロフィール

7
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早稲田大学教授　

7月の講演会は第3木曜日です。



※
締
め
切
り
は
７
月
26
日
㈬
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

歴
史
に
学
ぶ

北
松
浦
郡
佐
々
町
　
法
本
　
安
子

　

さ
せ
ぼ
夢
大
学
の
楽
し
み
の
一

つ
、「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
が
再
開
さ

れ
、
久
し
ぶ
り
に
生
の
音
楽
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。
理
事
長
さ

ん
の
気
象
予
報
の
話
も
興
味
深
く
、

普
段
い
つ
も
気
に
し
て
い
る
予
報

も
、
今
は
進
化
し
、
生
活
の
必
需

品
で
あ
り
、
感
謝
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　

さ
て
、
今
回
の
講
師
、
門
田
隆

将
氏
も
、
今
、
私
た
ち
が
平
和
に

生
き
て
い
る
の
は
、
そ
の
礎
に
は

歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

テ
レ
ビ
番
組
「
そ
こ
ま
で
言
っ
て

委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
、
歯
に

衣
着
せ
ぬ
問
題
発
言
を
し
つ
つ
謝

る
姿
も
時
々
見
ら
れ
、
本
音
を
吐

く
正
直
な
人
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ

る
。

　

戦
艦
大
和
の
生
き
残
り
兵
士
た

ち
の
声
は
、
毅
然
と
生
き
た
日
本

人
像
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
渾
身
の

取
材
の
表
れ
で
あ
り
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。

語
り
継
ぎ
、
風
化
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
案
の
デ
メ
リ
ッ
ト

も
読
み
解
か
れ
た
が
、
何
に
で
も

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

そ
れ
を
認
め
、
生
き
て
い
く
こ
と

こ
そ
、
こ
の
激
動
の
時
代
を
生
き

抜
く
知
恵
だ
ろ
う
。

　

歴
史
に
学
び
、
世
界
情
勢
に
も

関
心
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
、
視
野
を
広
げ
、
豊
か
な
人
生

に
し
た
い
も
の
だ
。

こ
れ
か
ら
の
時
代

長
崎
市
小
江
町
　
岩
﨑
　
章
子

　

第
三
回
の
講
師
は
、
門
田
隆
将

氏
で
し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
等

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
氏
の
講
義

は
、
大
変
お
も
し
ろ
く
、
そ
う
い

う
裏
側
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま

し
た
。
戦
前
・
戦
後
の
話
や
今
後

の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
の
行
く
末
を
、
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
ト
イ
レ
に
行
く
時
に
、

男
性
と
思
わ
れ
る
人
が
「
自
分
は

女
性
だ
か
ら
」
と
話
し
た
ら
‥
、

温
泉
で
男
の
人
が
入
っ
て
き
た
ら

‥
、
と
考
え
る
と
、
不
安
に
な
り

ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
同
じ
よ
う
な
見
切
り
発
車
の
感

じ
が
否
め
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
戦
時
中
に
佐
世
保

の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
と
い

う
も
の
に
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
戦
後
生
ま
れ
で
、
し
か

も
長
崎
市
に
い
る
と
、
戦
時
中
の

話
は
、
と
か
く
被
爆
の
話
が
中
心

に
な
り
が
ち
で
す
。
今
年
も
八
月

九
日
が
く
る
と
、
自
然
と
そ
う
な

る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
も
し
か
し

た
ら
、
戦
争
中
の
作
戦
次
第
で

は
、
違
っ
た
結
果
も
あ
り
得
た
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

北
は
ロ
シ
ア
に
、
南
は
中
国

に
、
常
に
狙
わ
れ
て
い
る
と
い
う

危
機
感
を
も
っ
て
お
く
必
要
性
の

あ
る
時
代
に
、
私
た
ち
は
生
き
て

い
ま
す
。
大
変
な
時
代
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
ね
。
と
も
か
く
、
考

え
さ
せ
ら
れ
た
一
夜
で
し
た
。

私
に
で
き
る
こ
と
は
？

佐
世
保
市
大
和
町
　
新
北
　
博
美

　

さ
せ
ぼ
夢
大
学
に
入
学
し
て
三

年
目
で
、「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
の
生

演
奏
は
初
め
て
で
し
た
。
と
て
も

素
敵
な
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
師
、
門
田
さ
ん
の
第

一
声
は
、「
時
代
が
激
動
し
て
い

る
」
で
し
た
。
毎
日
の
新
聞
・
ニ

ュ
ー
ス
等
々
で
は
、
胸
が
ゾ
ワ
ゾ

■お話にとても熱がこもっていて、
90分の時間があっという間でした。
戦艦大和の話の中に、「佐世保」が
歴史のカギを握る重要なキーワード
になっているというお話は、とても興
味深かったです。その歴史の積み重
ねがあって、今の私たちがいるという
ことを再認識させてもらいました。
熊本の事例を聞きながら、ＬＧＢＴ法
案の恐ろしさを、現実に感じました。
世界情勢のあり方等々、まだまだ時
間が足らず、聞き足りない感じでし
た。誰にでもわかりやすいお話、あ
りがとうございました。　

佐世保市江迎町●岩﨑　けい子

■当夜も、帰路を共にする友と一緒
に。何と門田氏の著書を購入されて
いて、私に先に読むようにと‼ 「日
中友好侵略史」を即読了。先人たち
が創り上げた日中関係の正常な成長
を希求されてやまない著書に、私も
日本人の一人として反省し、同感・共
感した次第です。

佐世保市東浜町●池田　よし子

■今回より「夢のひろば」が始まり、
素敵な歌で感動しました。また、門
田氏の講演も、世界情勢について、
身振り・手振りで、力を込めて話され
ました。佐世保が大事な基地だと言
われたので、またお話の続きを聞き
たいと思いました。　

佐世保市木風町●西　照美

■佐世保が太平洋戦争の要であっ
たとか、戦艦大和が沈んだことを、
明らかにできなかったことは、時代
が戦争中だったからだろうなと思い
ました。講師のテーマが途中で変わ
ってしまったりしましたが、私も戦艦
大和がなぜ沈んだのか、よく知らな
かったので、真実を知ることができ
てよかったです。ＬＧＢＴ法案や、今、
日本が抱えている問題について、一
つ一つ読み解いていかなければなら
ないので、これからの時代をしっか
り見ていきたいと思います。

佐世保市小島町●髙増　香里

■「夢のひろば」は、４年ぶり復活の
ステージにふさわしく、清々しいハー
モニーに、大変気持ちよくなりまし
た。本日の講師のテーマは、ちょっ
と外れた？ いいえ、テーマに即した
お話を興味深く拝聴しました。今の
時代、忙しくうつろいで行っているこ
とが多々ありますが、もう一度立ち止
まり、考えねばと思います。

佐世保市赤崎町●木村　典子

■久しぶりの「夢のひろば」でミカエ
ルさんの美声を楽しんだとともに、
門田さんの不気味な中国の動きな
ど、時代の読み解き方を学びまし
た。いつもながら、スタッフの皆様、
ありがとうございました。

佐世保市大和町●宅島　冨士彌

門田隆将 氏
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※
締
め
切
り
は
７
月
26
日
㈬
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

激動する時代を読み解く！
ワ
し
て
気
分
が
暗
く
な
り
そ
う
な

内
容
ば
か
り
で
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法

案
の
内
容
に
し
て
も
、
日
本
の
抑

止
力
に
し
て
も
、
ま
た
は
そ
の
他

の
問
題
で
も
、
難
し
く
て
一
体
ど

れ
が
正
し
い
方
向
へ
向
か
う
の

か
、
お
か
し
い
方
向
へ
向
か
っ
て

い
な
い
か
、
自
ら
手
に
入
る
ニ
ュ

ー
ス
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
こ

と
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い

う
時
に
今
回
の
よ
う
な
夢
大
学
で
、

ま
さ
に
「
時
代
を
読
み
解
い
て
」

様
々
な
方
面
か
ら
の
物
の
見
方
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

中
国
・
台
湾
・
日
本
‥
、
刻
々

と
変
化
す
る
世
界
情
勢
‥
、
私
に

で
き
る
こ
と
は
？
？　

自
分
な
り

の
考
え
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
代
弁

し
て
く
れ
る
人
を
選
挙
で
選
ぶ
こ

と
か
な
？　

そ
の
た
め
に
は
、
き

ち
ん
と
知
る
こ
と
が
必
要
だ
、
そ

う
痛
感
し
ま
し
た
。

取
材
は
、
魂
と
魂
の
揺
さ
ぶ
り
合
い
！

佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町
　
松
井
　
昭
夫

　

何
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
あ

っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
標

題
の
言
葉
を
見
て
門
田
隆
将
氏
を

知
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
毅
然
と
生

き
た
日
本
人
像
」
を
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
描
く
こ
と
だ
と
い

う
。
当
時
関
心
の
あ
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
、
福
島
原
発
に
関
す
る

テ
ー
マ
の
本
を
何
冊
か
読
ん
だ
。

臨
場
感
い
っ
ぱ
い
に
熱
く
語
る
作

品
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
著
者
が
今
回
の
講
師
で
あ

る
。
期
待
い
っ
ぱ
い
、
楽
し
み
に

し
て
参
加
し
た
。

　

開
口
一
番
、
航
空
援
護
な
し
の

無
謀
な
特
攻
作
戦
の
末
に
、
昭
和

20
年
４
月
７
日
、
東
シ
ナ
海
で
永

遠
の
眠
り
に
つ
い
た
、
巨
大
戦
艦

大
和
の
話
だ
っ
た
。
大
和
の
乗
組

員
３
３
３
２
人
の
う
ち
、
生
還
し

た
人
は
２
７
６
人
。
取
材
時
の
作

戦
参
謀
と
の
や
り
取
り
、
設
計
者

や
乗
組
員
か
ら
の
証
言
を
引
き
出

し
た
の
は
、
正
に
「
魂
と
魂
の
揺

さ
ぶ
り
合
い
」
の
結
果
で
あ
り
、

そ
の
状
況
が
目
に
見
え
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
当
事
者
の
証
言
は
も
と

よ
り
、
膨
大
な
取
材
、
手
記
や
日

誌
、
資
料
分
析
を
経
て
、
我
々
の

心
を
打
つ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品

が
出
来
上
が
る
の
か
と
、
改
め
て

著
者
の
覚
悟
を
見
る
思
い
が
し
た
。

　

次
に
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
」

「
日
中
国
交
50
年
」
と
い
う
、
今

回
の
講
演
の
テ
ー
マ
に
触
れ
た
。

た
だ
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
」

に
つ
い
て
は
、
性
的
少
数
者
に
対

す
る
理
解
を
広
め
る
た
め
の
法
案

だ
っ
た
の
が
、
議
論
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
趣
旨
と
は
反
対
の
法
案
に
な

っ
て
い
っ
た
。
な
ぜ
な
の
か
？　

講
演
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
の
は

わ
か
る
が
、
法
案
の
本
質
を
も
っ

と
丁
寧
に
説
明
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

◆日 時／7月20日㈭　午後6時～6時20分
◆演 目／発車オーライ！  バスの旅
◆出 演／山口　美都子
◆出演者紹介
　元佐世保市交通局の観光バスガイドであ
り、自分で「昭和のバスガイド」と言って
います。
 バスガイドが乗務する観光貸切バスは、
35年前廃止。15年ほど前から、依頼があ
れば、スライドを使って観光地を紹介しな
がら、１時間30分の旅行気分を楽しんで
いただいています。

◆演目解説
　2016年4月に発生した熊本地震の、その
後の復興の様子を交え、熊本城・阿蘇山を
中心に観光案内します。今回は、20分と
いう短いバスの乗車となりますが、熊本へ
の旅をどうぞ満喫されてください。
　では、皆様、発車オーライ！

夢のひろば

6月夢のひろば　女声デュオ「ミカエル」の演奏6月夢のひろば　女声デュオ「ミカエル」の演奏

男性
34.0％

女性
66.0％

50代
11.6％

60代
35.3％

70代
36.6％

90代　0.3％ 30代　0.6％
40代　4.3％80代  11.1％

20代　0.2％

1男女比

2受講生比

3年齢別 4住所別ベスト10

令和5年度  第32期   させぼ夢大学 受講生データ

（人）

10
有
福
町

10
権
常
寺
町

10
花
高

９
日
野
町

８
日
宇
町

７
原
分
町

6
も
み
じ
が
丘
町

５
大
和
町

３
大
潟
町

３
天
神

2
瀬
戸
越

１
黒
髪
町

5市外状況
個人
49.8％

夫婦・家族
50.2％

グループ学生
9.7％

内、家族2人 48.2％
　 家族3人   2.0％
内、家族2人 48.2％
　 家族3人   2.0％

全体平均年齢　68.1歳
男性平均年齢　68.8歳
女性平均年齢　67.8歳

0

10

20

30

40

50

40
43

34 34
29

2628
2425 23 23 23

・有田町 35人
・武雄市 5人
・伊万里市 2人
・嬉野市 1人

・諫早市 4人
・南島原市 1人
・時津町 1人
・長与町 1人

・松浦市 15人
・大村市 11人
・東彼杵町 7人

・波佐見町 30人
・平戸市 17人
・長崎市 15人

・佐々町 58人
・川棚町 54人
・西海市 45人
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カノコユリ

柴
しばた

田　昭
てるたか

隆

　

西
海
国
立
公
園
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
九
十
九
島
は
常
緑
樹
で

覆
わ
れ
て
年
間
を
通
し
て
緑
一

色
で
あ
る
が
、
夏
の
時
季
に
カ

ノ
コ
ユ
リ
が
咲
い
て
彩（
い
ろ
ど
）

り
を
添
え
る
。

　

カ
ノ
コ
ユ
リ
は
、
ユ
リ
科
の

多
年
草
で
、
自
生
種
は
九
州
・

四
国
に
分
布
し
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
崖
地
を
好
み
、
香
り
が

強
く
白
地
に
赤
味
の
強
い
ピ
ン

ク
の
斑
点
が
あ
り
、
花
は
う
つ

む
き
加
減
に
咲
く
。
楚
々
と
し

た
つ
つ
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

中
に
華
や
か
さ
を
備
え
た
花

だ
。
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
と
い
う
香

り
の
よ
い
大
輪
の
ユ
リ
は
、
ヤ

マ
ユ
リ
や
カ
ノ
コ
ユ
リ
な
ど
の

日
本
の
ユ
リ
を
主
体
に
し
て
改

良
さ
れ
た
花
で
あ
る
。
カ
ノ
コ

ユ
リ
と
い
う
名
称
は
、
花
び
ら

の
斑
点
模
様
が
子
鹿（
鹿か

の
子
）

の
斑
点
に
似
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。

　

カ
ノ
コ
ユ
リ
は
、
二
〇
〇
二
年

（
平
成
一
四
）に
市
制
一
〇
〇
周

年
を
記
念
し
て
、
市
の
花
に
選

定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
カ
ノ
コ

ユ
リ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は

意
外
と
少
な
い
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
で
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
は
環
境

省
が
絶
滅
危
惧
Ⅱ
種
に
分
類
し

て
い
る
希
少
植
物
で
あ
る
。

　

市
花
に
選
定
さ
れ
た
当
時
は

市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
自
生
し
て

い
た
が
、
昨
今
の
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
被
害
と
同
様
に
カ

ノ
コ
ユ
リ
も
球
根
を
食
べ
ら
れ

て
い
る
。
カ
ノ
コ
ユ
リ
の
仲
間

で
あ
る
コ
オ
ニ
ユ
リ
の
球
根
は

日
本
料
理
の
高
級
食
材
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
か

ら
、
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
も
お

い
し
い
食
物
に
違
い
な
い
。
市

内
に
自
生
す
る
カ
ノ
コ
ユ
リ
は

年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
、
九
十
九
島
を
巡

る
観
光
船
か
ら
も
松
浦
島
、
斧

落（
よ
き
お
と
）し
島
な
ど
に
咲
く

花
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
出
来

た
。

　

九
十
九
島
に
多
く
自
生
す
る

カ
ノ
コ
ユ
リ
は
、
海
で
隔
て
ら

れ
て
い
る
か
ら
イ
ノ
シ
シ
の
食

害
か
ら
安
全
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
。
驚
い
た
こ
と
に

グ
ル
メ
な
イ
ノ
シ
シ
は
、
泳
い

で
島
へ
渡
り
カ
ノ
コ
ユ
リ
の
球

根
を
掘
り
出
し
て
食
べ
る
。

　

食
用
の
ユ
リ
根
を
栽
培
す
る

に
は
畑
に
植
え
付
け
て
か
ら
収

穫
す
る
ま
で
に
六
年
か
か
る
と

い
う
。
九
十
九
島
は
国
立
公
園

九十九島に咲くカノコユリ

で
あ
る
か
ら
人
の
手
で
増
殖
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ノ

シ
シ
対
策
の
決
定
打
を
見
い
だ

せ
な
い
中
で
、
自
生
種
が
種
か

ら
育
つ
に
は
相
当
の
年
月
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。

　

カ
ノ
コ
ユ
リ
が
市
花
に
指
定

さ
れ
た
年
に
西
海
パ
ー
ル
シ
ー

セ
ン
タ
ー
が
南
九
十
九
島
の
カ

ノ
コ
ユ
リ
の
株
数
を
調
査
し
て
、

五
千
株
以
上
を
確
認
し
た
。

二
〇
一
五
年
と
一
六
年
に
行
っ

た
同
様
の
調
査
で
は
三
三
二
一

株
で
あ
っ
た
。
調
査
方
法
が
全

く
同
じ
で
は
な
い
に
し
て
も
、

十
数
年
で
約
二
千
株
減
少
し
て

い
る
。

　

カ
ノ
コ
ユ
リ
を
市
花
と
し
て

選
定
し
た
の
は
、
佐
世
保
市
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
九
十
九
島
に

群
生
す
る
花
だ
か
ら
と
い
う
理

由
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

島
々
の
カ
ノ
コ
ユ
リ
を
守
り
育

て
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

4

★
門
田
隆
将
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
門
田
さ
ん
が
い
る
と
こ
ろ
、

ど
こ
で
も
話
の
花
が
咲
く
。」

　

長
崎
空
港
か
ら
の
タ
ク
シ
ー
の

中
で
も
、
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ

Ｏ
の
楽
屋
の
中
で
も
、
も
ち
ろ
ん

講
演
会
の
ス
テ
ー
ジ
上
で
も
、
ず

っ
と
ず
っ
と
話
の
花
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。

　

一
つ
一
つ
の
話
に
迫
力
が
あ

り
、
聴
衆
を
引
き
込
ま
せ
て
し
ま

う
話
術
を
お
持
ち
の
門
田
さ
ん
。

作
家
と
い
う
立
場
を
通
し
、
多
く

の
取
材
を
積
み
重
ね
、
自
分
の
意

見
と
し
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
の

で
、
話
に
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
時
中
の
佐
世
保
の
役
割
や
、

日
中
関
係
を
含
め
た
世
界
情
勢
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
案
の
良
し
悪
し
等
、

時
代
の
読
み
解
き
方
の
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
講
演
会
翌
日
は
、
門

田
さ
ん
65
歳
の
誕
生
日
。
ま
す
ま

す
お
元
気
で
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
、
お
祈
り
し
ま
す
。　
　

　

そ
し
て
、
書
籍
や
テ
レ
ビ
等
を

通
し
、
時
代
に
合
っ
た
読
み
解
き

方
を
示
唆
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

★「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
の
ス
テ
ー
ジ

復
活
！

　
「
生
歌
・
生
演
奏
、
い
い
で
す

ね
。」「
講
演
前
の
素
敵
な
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。」

　

４
年
ぶ
り
の
「
夢
の
ひ
ろ
ば
」

の
復
活
は
、
こ
の
よ
う
に
私
た
ち

の
心
を
釘
付
け
に
し
た
、
ひ
と
時

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

20
分
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し

た
が
、
ミ
カ
エ
ル
さ
ん
た
ち
の
歌

と
演
奏
は
、
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
の
大
ホ
ー
ル
に
美
し
く
響
き
、

そ
の
後
の
講
演
会
に
花
を
添
え
て

い
た
だ
い
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　

ミ
カ
エ
ル
の
お
二
人
（
山
口
美

佳
さ
ん
、
ハ
ー
マ
ン
佳
恵
子
さ
ん
）、

そ
し
て
、
ド
ラ
ム
の
佐
々
木
久
和

さ
ん
、
ベ
ー
ス
の
田
中
博
一
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

次
回
、「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
元

市
営
バ
ス
ガ
イ
ド
の
山
口
美
都
子

さ
ん
。
20
分
間
で
、
私
た
ち
を
熊

本
旅
行
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
山
口
さ
ん
の
軽
快
な
案

内
の
も
と
、
バ
ス
に
乗
っ
た
気
分

で
、
楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
、内
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

★
感
想
文
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

本
広
報
誌
「
夢
の
つ
づ
き
」
に

は
、
本
編
感
想
文（
４
０
０
字
程

度
）と
、
三
行
感
想
文（
１
４
０

字
程
度
）の
二
種
類
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

感
想
文
を
書
い
た
こ
と
が
な
い

方
を
含
め
、
多
く
の
方
々
の
感
想

を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
送

付
は
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送

の
い
ず
れ
か
で
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学

事
務
局
ま
で
。
締
め
切
り
は
7
月

26
日
㈬
必
着
で
す
。
皆
様
、
奮
っ

て
感
想
文
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
だ
よ
り


